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          n e w s l e t t e r6月定例会

議 会 だ よ り

議会報告会議会報告会
を開催しました

　

５
月
18
日
、
プ
ラ
ザ
萬
象
に
て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

敦
賀
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
状
況
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う

と
平
成
22
年
か
ら
毎
年
、議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
年
目
と
な
る
今
回
は
、
３
月
定
例
会
の
審
議
内
容
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
、
敦
賀
市
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
金
ケ
崎
周
辺
の
観
光
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
意

見
交
換
を
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
検
討
や
議

論
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
議
長
に
　

和
泉
氏
選
出

　

定
例
会
初
日
の
6
月
６

日
、
別
所
治
副
議
長
よ
り
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

に
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
副
議
長
選
挙

を
行
っ
た
結
果
、
第
55
代
副

議
長
に
和
泉
明
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

和泉　明

副議長
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平成２８年８月２３日

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

◎
実
施
日
・
会
場　
（
平
成
28
年
）

　

５
月
18
日
（
水
）　

プ
ラ
ザ
萬
象

◎
実
施
方
法

　

会
場
に
お
い
て
、
報
告
会
開
始
前
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
、
終
了
後
に
回

収
。

◎
回
答
者
数　

65
名

　
（
男
性
54
名
、女
性
10
名
、無
回
答
１
名
）

◎
年
齢

ー
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
ー

◎
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
し
て
知
り
ま
し
た
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
参
加
を
決
め
た
理
由
は

何
で
す
か
？

◎
今
回
の
議
会
報
告
会
は
い
か
が
で
し
た

か
？

◎
報
告
会
の
内
容
で
良
か
っ
た
も
の
は
何

で
す
か
？

◎
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
際
に
、
参
加

し
や
す
い
日
時
は
い
つ
で
す
か
？

ー
議
会
の
広
報
に
つ
い
て
ー

◎
年
に
４
回
発
行
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

◎
議
会
だ
よ
り
の
中
で
好
き
な
記
事
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
記
事
は
何
で
す
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
関
す
る
ご
意
見

・
意
見
交
換
会
の
回
数
を
ふ
や
す
と
市
民

の
意
見
を
吸
収
で
き
る
場
が
ふ
え
る
の
で

議
会
活
動
が
市
民
か
ら
わ
か
り
や
す
く
な

る
と
思
う
。

・
１
～
２
分
で
も
い
い
が
議
員
全
員
の
声

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

・
市
民
が
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
よ
い
機

会
だ
と
思
う
。
今
後
と
も
、
種
々
意
見
を

取
り
込
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実

し
た
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

・
市
民
の
方
か
ら
の
声
が
意
外
と
多
く
出

た
こ
と
は
い
い
。
そ
ん
な
声
の
全
て
に
は

応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
議

員
の
方
は
通
り
一
辺
の
声
と
し
て
聞
か

ず
、
形
に
表
し
て
ほ
し
い
。

　

報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考

に
、
次
回
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
全
て
の
結
果
と
、
報
告
書
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

３０代
４０代
５０代
６０代
７０歳以上
無回答

１％２％

３１％

２６％

１４％
２６％

報告内容に興味があった
意見交換に興味があった
報告する議員に興味があった
その他
無回答

１％５％

４８％

２４％

２２％

平日の昼間
平日の夜
土・日曜日の昼間
土・日曜日の夜
無回答

７％

７３％

５％ ９％

６％

その他
無回答

常任委員会審査報告
特別委員会中間報告
一般質問
審議結果一覧
議会日誌
編集後記

表紙

４％

１５％

８％

３６％
７％

４％
３％
１％

２２％

良い
どちらかといえば良い
ふつう
どちらかといえば良くない
良くない
無回答

３％

２１％

２９％２９％

１１％

７％

３月定例会の報告

前年度の報告会で寄せられた
意見についての報告

市議会、市政へのご意見
無回答

敦賀市議会の役割、しくみ

１６％

１６％

金ケ 周辺の観光について崎

広報つるが
議会だより
新聞
テレビ（ＲＣＮなど）
ホームページ
ポスター
回覧板
チラシ
ラジオ
その他

４％

２％

３％

１８％

２６％

１１％

１１％

６％

１４％

毎回必ず読む
ときどき読む
読んだことがない
発行されていることを
知らない
無回答

４０％

３４％

３％

２３％
０％

５％

５％２１％

２４％

１８％
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決　議

　北陸新幹線は、多極分散型の国土づくりを推進し、均衡ある国土の発展に必要不可欠なもの

であり、地方創生に資する重要な国家プロジェクトである。また、大規模災害時においては、

東海道新幹線の代替機能を果たすなど、日本海国土軸の形成を通じて国土強靱化に大きく貢献

することが期待されている。

　昨年３月に長野・金沢間が開業し、沿線地域に顕著な開業効果があらわれているところであ

るが、新幹線などの高速交通機関は終着地点まで整備が完成して初めて真の効果を発揮するも

のであることから、フル規格による大阪までの整備を着実に実現しなければならない。

　敦賀以西ルートについては、与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームの北陸新幹線敦賀・

大阪間整備検討委員会において、小浜・京都ルート（ＪＲ西日本提案）、舞鶴を経由するルート、

米原ルートの３案にほぼ絞り込まれ、今後は国の調査結果をもとに与党整備新幹線建設推進プ

ロジェクトチームがルートを決定することとなっている。

　小浜・京都ルートは、旅客流動の多い関西圏に直通するとともに、京都駅を経由することから、

本市の産業や観光の振興といった地域経済の活性化に大きく寄与するルートである。

　ついては、次の事項を実現するよう強く求める。

記

１　敦賀以西ルートについては、小浜・京都ルートに決定すること。

２　小浜・京都ルートを決定した上で、中京圏との接続性の向上を図ること。

◎北陸新幹線敦賀以西の整備に関する決議

　総務民生常任委員会では所管する内容について、
先進的な取り組みをしている埼玉県さいたま市、茨
城県石岡市、静岡県焼津市に伺い勉強してきました。
　さいたま市では「公共施設マネジメントの取り組
み」について視察しました。
　公共施設の 52％が 30 年以上前の建物である現
状から、施設の老朽化問題に対する取り組みを加速
し、市長直轄の組織である「都市戦略本部行財政改
革推進部」のもと、計画の実行性確保に向けて、公
共施設整備事前協議制度を設け、市民、企業、各種
団体との連携による推進が図られていました。
　石岡市では「新庁舎建設基本計画」について視察
しました。
　新庁舎のあるべき姿と必要な機能として、市民の
安全・安心を支える防災機能、利用のしやすさと事
務効率の向上を目指した窓口高度情報対応機能のほ
か、バリアフリーとユニバーサルデザイン機能など
を掲げていました。
　市役所は、市民と行政が一体となり、協働でまち
づくりを行うための拠点、シンボルとなるべきであ

ると感じました。
　焼津市では「全職員へのタブレット端末配備」に
ついて視察しました。
　会議資料の作成にかかる作業負担の軽減や、印刷
費、紙コストの削減のため、これまで使用していた
ノートブックパソコンの更新時期に合わせて導入さ
れました。
　導入効果として、ぺーパーレス会議の実現により、
デジタルファイルを参照することで、紙資料が１カ
月あたり 2,000 枚削減されたとのことです。また、
タブレットの精細で美しい画面を利用した、窓口説
明や通訳サービスなどが実現していました。
　行政のコスト削減や市民サービスの向上を図る上
で、参考になりました。

総務民生常任委員会　（５月９日～ 11 日）

視 察 報 告行 政
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常 任 委 員 会 審 査 報 告

　常任委員会は、本会議での議決（最終意思決定）の前に、議案や

請願などを詳細に審査する場です。

　「予算決算」「総務民生」「産経建設」「文教厚生」の各常任委員会

の主な審査の概要について紹介します。

◎
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
策
定
事
業

費
に
つ
い
て

問　
道
路
網
整
備
計
画
策
定
に
係
る

調
査
の
一
部
前
倒
し
と
あ
る
が
、

ど
う
い
う
調
査
で
、
ど
こ
の
道
路
を
調
査

す
る
の
か
。

答　
次
年
度
に
計
画
し
て
い
た
も
の

を
前
倒
し
し
た
も
の
で
あ
り
、
敦

賀
高
島
間
、
敦
賀
長
浜
間
の
国
道
８
号
、

国
道
１
６
１
号
の
ほ
か
、
可
能
性
の
あ
る

全
て
の
道
路
に
つ
い
て
、
可
能
性
調
査
を

す
る
。

◎
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

問　
市
民
福
祉
会
館
廃
止
に
伴
い
、

リ
ラ
・
ポ
ー
ト
の
利
用
助
成
を
行

う
事
業
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
う
形
で

助
成
額
が
支
払
わ
れ
る
の
か
。

答　
老
人
福
祉
バ
ス
申
請
後
、
そ
の

利
用
人
数
分
の
助
成
額
を
リ
ラ
・

ポ
ー
ト
に
直
接
支
払
う
流
れ
で
あ
る
。

◎
北
陸
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

に
つ
い
て

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
な

の
か
。

答　
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
に
向

け
た
受
け
皿
づ
く
り
の
た
め
、
ト

レ
ン
ド
動
向
調
査
や
、
北
関
東
、
甲
信
越

な
ど
で
の
発
地
調
査
な
ど
か
ら
、
新
幹
線

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
本
市
の
状
況

を
外
部
か
ら
客
観
的
に
分
析
す
る
も
の
。

こ
れ
ら
の
調
査
を
実
施
す
る
中
で
、
本
市

の
今
後
の
魅
力
向
上
、
ま
た
、
現
状
を
把

握
し
て
ど
う
い
う
事
業
展
開
を
し
て
い
く

の
が
よ
い
の
か
と
い
っ
た
可
能
性
や
有
効

性
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
事

業
で
あ
る
。

意
見　
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構

想
は
、
各
市
町
の
利
害
関
係

が
絡
ん
で
く
る
の
で
、
敦
賀
市
が
先
導
し

て
、
他
の
市
町
を
巻
き
込
む
よ
う
に
進
め

て
ほ
し
い
。

意
見　
工
事
費
等
は
、
市
内
の
景

況
感
も
見
て
今
後
も
積
極
的

に
予
算
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
内

の
業
者
に
仕
事
を
発
注
す
る
こ
と
は
大
事

で
あ
り
、
妥
当
な
予
算
だ
と
思
う
。

反
対　
北
陸
新
幹
線
そ
の
も
の
に

反
対
し
て
お
り
、
今
回
の
補

正
予
算
で
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託
を
行
い

ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、
新
幹
線
は
い
ら
な
い
と
の
市
民
の
声

を
聞
か
ず
に
、
県
外
の
声
を
聞
く
た
め
に

市
民
の
税
金
を
使
う
こ
と
に
疑
問
を
感
じ

る
た
め
反
対
で
あ
る
。

賛
成　
市
民
生
活
の
維
持
、
向
上

に
必
要
な
防
災
、
福
祉
の
財

源
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

教
育
費
に
つ
い
て
も
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
つ
生
徒
が
等
し
く
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
点
な
ど
評
価
で
き
、賛
成
す
る
。

   

賛
成
多
数

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

◎
荷
揚
場
舗
装
補
修
事
業
費
に
つ
い
て

　
　
予 

算 

決 

算

常
任
委
員
会
　
　

［
第
61
号
議
案
］ 

平
成
28
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算 （
第
３
号
）

［
第
62
号
議
案
］ 

平
成
28
年
度
敦
賀
市
港
湾
施
設
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算 （
第
１
号
）

質
　
疑

自
由
討
議

討
　
論

採
　
決

質
　
疑

平成２８年８月２３日



敦賀市議会だより第９０号

5

問　
事
業
の
対
象
と
な
る
港
湾
内
の

陥
没
し
た
場
所
は
ど
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
原
因
は
何
か
。

答　
港
大
橋
の
横
の
土
地
で
、
少
し

ず
つ
陥
没
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

原
因
は
、
土
壌
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
弱
く
な

り
崩
れ
た
関
係
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下

の
土
壌
も
落
ち
込
ん
だ
形
に
な
り
、
陥
没

し
た
と
確
認
を
し
て
い
る
。

   

全
会
一
致

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

意
見　
こ
れ
ま
で
何
度
も
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
同
じ
経
緯
で

不
採
択
と
さ
れ
て
い
る
。
非
核
と
い
う
こ

と
だ
が
、
敦
賀
市
と
し
て
は
こ
れ
を
含
ん

だ
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
の
で
、
採

択
の
必
要
は
な
い
。

意
見　
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
の
意
義
の
中
に
は
、「
７

月
の
参
議
院
選
挙
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を

食
い
止
め
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
純
然

た
る
思
い
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う

懸
念
が
あ
る
。　   

賛
成
な
し

　
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

意
見　
「
核
の
傘
」
に
依
存
し
た

安
全
保
障
政
策
、
と
い
う
考

え
に
は
同
意
で
き
ず
、
全
て
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
核
廃
絶
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
趣
旨
採
択

と
し
て
は
ど
う
か
。　

意
見　
ど
の
部
分
を
捉
え
て
趣
旨

採
択
と
す
る
の
か
、
そ
の
意

図
が
第
三
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
。
あ
や
ふ
や
に
せ
ず
、
は
っ
き
り
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
日
本
の
平
和
が
保
持
さ
れ

て
い
る
状
況
の
中
で
、
意

見
書
と
し
て
提
出
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

   

賛
成
な
し

　
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

問　
敦
賀
市
内
で
対
象
と
な
る
屋
外

広
告
物
の
件
数
は
、
県
の
試
算
で

77
件
と
の
説
明
が
本
会
議
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
物
件
な
の
か
。

答　
77
件
は
、
今
回
の
条
例
の
改
正

に
伴
い
不
適
格
物
件
へ
と
変
更
に

な
る
数
で
あ
る
。

   

全
会
一
致

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

意
見　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
日
本
の

農
業
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
い
う
試
算
は
出
て
い
る
が
、
そ
れ
は

何
も
対
策
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
で
あ

り
、
批
准
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
国

益
に
反
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
影
響
よ
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
影

響
の
ほ
う
が
大
き
い
と
思
う
の
で
対
策

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
日
本
の
お
米
や
和
牛
な
ど
を
海

外
に
関
税
な
し
で
発
信
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
今
後
は
必
要
だ
と
思
う 

。

　
　
総 

務 

民 

生

常
任
委
員
会
　
　

［
請
願
第
１
号
］ 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
採
択
に
つ
い
て

の
請
願

［
請
願
第
２
号
］ 

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た

め
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
に
関
す
る
請
願

　
　
産 

経 

建 

設

常
任
委
員
会
　
　

［
第
66
号
議
案
］ 

敦
賀
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正 

の
件　

    

※
福
井
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

　
　
　
　

   

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

［
請
願
第
３
号
］ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批ひ
じ
ゅ
ん准
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
請
願

採
　
決

採
　
決

採
　
決

質
　
疑

採
　
決

※趣旨採択とは？

請願の趣旨は妥当であり
十分に理解できるが、実
現性の面で困難が伴う場
合に、便宜的に請願の趣
旨のみを採択する決定方
法。

※批准とは？

国家の代表が署名し
た条約について、国
家がそれに同意する
意思を最終的に確認
すること。
日本では内閣が国会
の承認を得て行う。
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　議会運営委員会では議会の円滑な運営や、身近な
議会となるための議会改革に取り組んでおり、ペー
パーレス化、タブレット端末導入の先進事例として
埼玉県飯能市及び栃木県大田原市に、また決算審査
における事業評価について静岡県富士市に伺い、勉
強してきました。
　飯能市は平成 24 年度に全国で最初にタブレット
端末を導入、大田原市は昨年よりタブレット端末を
導入した自治体です。いずれもペーパーレス化によ
る経費削減、議事録、資料等を簡単に検索できるこ
とで、議員活動や市民への説明・報告の効率化が図
られるなど、導入によるメリットはあるがデメリッ
トと言えるデメリットはない、とのことでした。

　
　実際、その会議システムやスケジュール管理等を
含め、情報端末の特性を生かした活用は魅力的です
が、市と議会両方での導入が大前提であり、今後の
研究が必要であると感じました。
　富士市の事業評価は、決算審査時に全事業の中か
ら議会があらかじめ選定した事業について特に詳細
に調査し、拡充や見直し縮小など、議会としての評
価を取りまとめ、翌年度の予算に反映をさせるとい
うものです。敦賀市議会でも決算審査の翌年度予算
への反映は重要視しており大変参考になりました。

議会運営委員会　（７月 19 日～ 21 日）

視 察 報 告行 政

意
見　
国
益
を
守
る
た
め
に
、
日

本
政
府
が
交
渉
を
し
て
、
協

定
が
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
内
で
批

准
を
し
な
い
こ
と
は
国
益
を
損
ね
、
国
際

社
会
か
ら
も
批
判
を
受
け
る
も
の
で
あ

る
。
批
准
を
し
て
そ
の
後
し
っ
か
り
対
策

を
と
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

   

賛
成
な
し

　
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

問　
こ
の
条
例
の
廃
止
が
可
決
さ
れ

た
後
、
市
民
福
祉
会
館
は
す
ぐ
に

取
り
壊
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
こ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
時
点

で
、
売
却
等
の
相
手
先
を
探
す
こ

と
に
な
る
。
相
手
先
が
い
な
い
場
合
は
、

土
地
の
所
有
者
の
意
向
も
聞
き
な
が
ら
、

取
り
壊
し
に
つ
い
て
の
話
が
出
て
く
る

と
思
う
。

問　
運
営
し
な
が
ら
売
却
先
を
探
す

と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の

か
。答　

売
却
先
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

全
く
同
じ
施
設
と
し
て
の
活
用
は

で
き
ず
、
内
装
の
改
修
に
入
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
一
旦
閉
館
し
て
か
ら
売
却
先

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

問　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
廃
止
で

あ
る
が
、
建
物
自
体
の
耐
震
性
を

考
え
た
と
き
に
買
い
手
が
い
る
の
か
。
仮

に
い
た
場
合
、
売
却
後
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら

な
い
か
。

答　
売
却
に
当
た
っ
て
は
、
改
修
、

耐
震
の
必
要
性
や
コ
ス
ト
に
つ
い

て
、
き
っ
ち
り
説
明
し
た
上
で
、
相
手
先

を
探
す
こ
と
に
な
る
。

反
対　
市
民
福
祉
会
館
は
単
な
る

温
浴
施
設
で
は
な
く
、
敦
賀

市
の
福
祉
の
拠
点
で
あ
り
、
廃
止
に
は
反

対
で
あ
る
。　   

賛
成
多
数

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

［
第
68
号
議
案
］ 

敦
賀
市
民
福
祉
会
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
の
件

　
　
文 

教 

厚 

生

常
任
委
員
会
　
　

質
　
疑

討
　
論

採
　
決

採
　
決

平成２８年８月２３日
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問　
県
の
使
用
済
核
燃
料
税
を
含
む

核
燃
料
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　
５
月
18
日
に
、
県
に
対
し
県
内

原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
の
首
長

か
ら
交
付
金
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
要

請
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
今
回
県
議
会
に

上
程
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
税
条
例
案
の
可

決
後
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

協
議
会
と
し
て
、
直
ち
に
課
税
内
容
の
詳

細
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
交
付
金
に

つ
い
て
も
立
地
市
町
の
状
況
等
を
理
解

し
、
十
分
な
措
置
を
講
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
要
請
し
た
い
。

問　
駅
東
の
新
幹
線
駅
前
広
場
と
国

道
８
号
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
ア
ク
セ
ス
道
路
は
県
と
協
議
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
８
号
バ
イ

パ
ス
と
同
じ
高
さ
で
、
き
ら
め
き
ス
タ
ジ

ア
ム
が
終
わ
る
あ
た
り
か
ら
、
木
の
芽
川

を
超
え
る
た
め
、
高
さ
が
上
が
っ
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

問　
駅
西
地
区
と
駅
東
地
区
を
結
ぶ

道
路
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　
直
接
つ
な
ぐ
道
路
に
つ
い
て
は

検
討
を
行
っ
た
が
、
技
術
的
に
難

し
く
、
計
画
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

全
体
的
な
道
路
網
の
計
画
で
は
、
環
状
道

路
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
た
め
、
新

幹
線
計
画
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
市
道
と

し
て
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
示
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
が
ほ

ぼ
決
定
さ
れ
た
後
に
し
か
議
会
と
し
て
の

携
わ
り
が
で
き
な
い
。
途
中
途
中
で
、
議

会
と
し
て
の
意
向
を
反
映
で
き
る
場
を
設

定
で
き
な
い
か
。

答　
９
月
、
10
月
の
、
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
案
を
複
数
案
に
絞
り
込

ん
だ
段
階
で
、
意
見
を
伺
う
場
を
作
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問　
業
者
に
対
す
る
市
場
調
査
の
説

明
会
を
開
く
と
き
に
は
、
市
が
求

め
る
条
件
を
つ
け
る
の
か
。ま
た
、Ａ
ゾ
ー

ン
南
側
に
立
体
駐
車
場
の
設
置
を
す
る
前

提
で
進
め
る
の
か
。

答　
説
明
会
の
条
件
整
理
は
、
市
の

内
部
で
調
整
を
し
て
臨
み
た
い
。

Ａ
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
合
わ
せ
て
調
査
す
る
話
も

あ
る
が
、
運
営
の
部
分
も
含
め
、
立
体
駐

車
場
あ
り
き
で
は
な
く
、
今
後
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

　特別委員会とは、特定の案件について集中的に審査する必要がある

場合に、議会の議決によって設置される委員会です。

　「原子力発電所特別委員会」「新幹線対策特別委員会」の調査の概要

について紹介します。

特 別 委 員 会 中 間 報 告

　
　
原
子
力
発
電
所

特 

別 

委 

員 

会
　
　

そ
の
他

新
幹
線
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

新
幹
線
対
策
　
　
　
　

　
　
　
　
特 

別 

委 

員 

会

新
幹
線
駅
前
広
場
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路

の
計
画
つ
い
て

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

※サウンディング型
　市場調査とは？

市有地などの有効活用に向け
た検討に当たって、活用方法
について民間事業者から広く
意見、提案を求め、「対話」を
通じて市場性等を把握する調
査のこと。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
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一 般 質 問

　６月１４日・１５日・１６日の３日間、２０人の議員が一般質問を

行いました。

　下記の質問項目のうち、１人１項目（太字部分）について要約し、

９～１２ページに掲載しています。

項目一覧一 質般 問

◎田　中　和　義　議員
　１　ハーモニアスポリス構想について
　２　エネルギー政策について

◎北　條　　　正　議員
　１　熊本地震の教訓を受けての対応について
　２　男女共同参画センターについて
　３　ハーモニアスポリス構想の具現化について
　４　ハーモニアスポリス構想、新幹線、市庁舎などの
　　進め方と組織体制について

◎馬　渕　清　和　議員
　１　新たな市政運営について
　２　金ケ崎緑地公園周辺整備について
　３　笙の川の河川整備計画について

◎山　崎　法　子　議員
　１　地震災害対策について
　２　新生児聴覚検査について
　３　若者を含む有権者の投票率向上の取り組みについて

◎浅　野　好　一　議員
　１　ふるさと納税の推進について
　２　敦賀市の防災について

◎中　野　史　生　議員
　１　ゴミの不法投棄について
　２　伝統野菜の保護と生産・消費の普及について
　３　戦国武将アニメキャラクターによる交流人口増加
　　と商店街活性化について

◎今大地　晴　美　議員
　１　学校給食費の公会計化について
　２　マイノリティーに寄り添う敦賀市を目指して
　　⑴　総合運動公園のバリアフリー
　　⑵　性的マイノリティーに対する文部科学省通達へ
　　　の対応

◎大　塚　佳　弘　議員
　１　給食の安全、安心について
　　⑴　危機管理対応
　　⑵　学校給食衛生管理基準
　　⑶　リスク回避の取り組み
　　⑷　ＨＡＣＣＰ（ハサップ）認証
　２　金ケ崎周辺整備の現状について
　　⑴　赤レンガ倉庫
　　⑵　ランプ小屋
　　⑶　人道の港関連事業
　３　バス路線の安全について

◎前　川　和　治　議員
　１　政府機関の地方移転について
　２　新しい財源の創出について
　３　交通系ＩＣカード（イコカ）の導入について

◎石　川　栄　一　議員
　１　「道の駅」による地域活性化の推進について

◎林　　　正　男　議員
　１　市長の政治姿勢と予算編成について
　２　敦賀市役所本庁舎について
　３　学校教育と社会教育について

◎立　石　武　志　議員
　１　原子力行政について
　２　人道の港敦賀事業について

◎山　本　貴美子　議員
　１　高額な医療費等の問題について
　　⑴　限度額適用認定証
　　⑵　高額医療費貸付制度と受領委任払制度
　　⑶　身体障害者手帳４級の方の医療費助成制度
　２　原子力防災について
　　⑴　避難行動要支援者の避難計画
　　⑵　広域避難訓練

◎別　所　　　治　議員
　１　北陸新幹線の６年後開業を見据えた観光のまちづ
　　くりについて
　２　立地適正化計画策定事業について
　３　災害に強いまちづくりについて

◎米　澤　光　治　議員
　１　立地適正化計画と「まちづくり」、「むらづくり」　
　　について
　　⑴　立地適正化計画とコンパクトシティ
　　⑵　「むらづくり」支援

◎豊　田　耕　一　議員
　１　住所表示が二重になっている地域の解消について
　２　山地の土砂災害、水害を防止する対策について
　３　避難行動要支援者名簿台帳の整備について

◎原　　　幸　雄　議員
　１　公民館と地域コミュニティ事業のあり方について

◎北　川　博　規　議員
　１　教育について
　　⑴　総合教育会議と教育大綱
　　⑵　小中一貫教育
　　⑶　教育現場の課題

◎福　谷　正　人　議員
　１　建築物の耐震問題について
　２　政策及び組織のマネジメントについて

◎堀　居　哲　郎　議員
　１　熊本地震後の敦賀市防災計画、対策について
　２　国道８号空間活用整備の進捗状況について

平成２８年８月２３日
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教
育
に
つ
い
て

北　

川　

博　

規

問　
教
育
大
綱
の
基
本
方
針
（
３
）

に
示
さ
れ
た
「
地
域
の
伝
統
行
事

へ
の
支
援
な
ど
、
有
形
無
形
の
歴
史
文
化

資
産
を
確
実
に
保
護
し
て
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
具
体
的
な
考
え
を
問
う
。

答　
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
伝

統
行
事
や
祭
礼
な
ど
民
俗
行
事
に

つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
団
体
に
対
し
、
次

世
代
へ
の
継
承
に
向
け
た
活
動
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
城
跡
な
ど
の
形
の

あ
る
文
化
財
を
保
存
し
て
い
く
た
め
、
保

存
会
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
確
実
に
継
承
で
き
る
よ
う
に
実
効
性

の
あ
る
保
存
や
活
用
を
進
め
て
い
き
た

い
。

給
食
の
安
全
、
安
心
に
つ
い
て

大　

塚　

佳　

弘

問　
食
の
安
全
、
安
心
と
し
て
学
校

給
食
に
お
け
る
「
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
」
か
ら
、
敦
賀
市
学
校
給
食
の

衛
生
管
理
、
最
近
の
近
隣
市
町
で
の
食
中

毒
事
案
か
ら
の
危
機
管
理
対
応
、
リ
ス
ク

回
避
の
取
り
組
み
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
等

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答　
毎
日
、
給
食
セ
ン
タ
ー
対
応
基

準
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
職

員
、
調
理
・
配
送
委
託
業
者
各
自
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
施
設
の
衛
生
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
例
年
11
月
か
ら
３

月
に
実
施
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
消
毒

と
手
洗
い
等
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
指
示

し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
は
、
設
備
の
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
申
請
を
見

送
っ
て
い
る
。

政
府
機
関
の
地
方
移
転
に
つ
い
て

前　

川　

和　

治

問 　
政
府
機
関
の
地
方
移
転
に
つ
い

て
は
、
全
国
で
34
機
関
の
地
方
移

転
が
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
福
井
県

の
４
機
関
の
政
府
機
関
誘
致
は
全
国
ト
ッ

プ
で
あ
る
。
敦
賀
市
と
し
て
も
、
政
府
機

関
の
地
方
移
転
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
政
府
機
関
の
誘
致

を
す
る
の
か
質
問
す
る
。

答　
政
府
機
関
の
敦
賀
移
転
は
、
独

立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
の
移

転
を
提
案
し
て
い
る
。
本
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
都
市
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
生
か

し
、
今
回
の
理
化
学
研
究
所
の
誘
致
も
含

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
政
府
関
係
機
関

の
誘
致
等
に
も
今
後
も
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

政
策
及
び
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

福　

谷　

正　

人

問 　
平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
に
お

い
て
、
例
年
よ
り
約
10
億
円
多
い

黒
字
分
ほ
ぼ
全
て
を
基
金
に
積
ん
で
い

る
。
現
時
点
で
い
つ
必
要
か
も
決
ま
っ
て

い
な
い
基
金
に
積
む
よ
り
財
政
が
厳
し
い

と
削
減
し
た
事
業
の
復
活
や
、
市
内
経
済

活
性
化
の
た
め
の
財
政
出
動
に
回
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
各
基
金
へ
は
今
後
の
財
政
需
要

へ
の
対
応
等
を
見
据
え
、
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
、積
み
立
て
を
決
定
し
た
。

庁
舎
耐
震
化
も
中
期
財
政
計
画
に
は
入
っ

て
い
な
い
が
25
％
の
一
般
財
源
が
必
要
で

あ
る
等
、
ど
う
し
て
も
今
積
ま
な
く
て
は

い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

若
者
を
含
む
有
権
者
の
投
票
率
向

上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山　

崎　

法　

子

問　
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
有
権

者
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
投
票
機
会
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広

報
、
転
倒
防
止
の
た
め
の
ス
リ
ッ
パ
履
き

か
え
廃
止
、期
日
前
投
票
所
を
増
設
な
ど
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
投
票
率
向
上
に
向
け
た
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
今
後
は
平
常
時
か
ら
選
挙
広

報
用
の
常
設
サ
イ
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
20
カ
所
は
土

足
の
ま
ま
投
票
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
投

票
所
に
つ
い
て
は
期
日
前
投
票
所
の
増
設

も
含
め
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

教
　
育

食品の製造・加工工程の
段階で発生のおそれがあ
る危害を分析し、重要管
理点を定め、これを連続
的に監視することにより
製品の安全を確保する衛
生管理の手法のこと。

行
政
・
財
政

※ ＨＡＣＣＰ（ハサップ）
　とは？
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ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つ
い
て

浅　

野　

好　

一

問　
近
年
、
全
国
的
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
金
額
、
件
数
が
増
加
し

て
い
る
が
、
当
市
で
は
、
特
に
件
数
が
伸

び
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｒ
不
足
や
返
礼
品
の
違

い
も
あ
る
が
、
今
後
、
現
在
の
「
宝
箱
」

以
外
の
返
礼
品
も
考
え
て
い
く
の
か
伺

う
。答　

国
に
お
い
て
も
換
金
性
の
高
い

返
礼
品
の
抑
制
へ
の
動
き
が
本
格

化
す
る
中
、
７
月
か
ら
は
民
間
の
専
門
大

手
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
周
知

活
動
を
強
化
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

他
の
市
町
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
移
行
す

る
の
か
を
慎
重
に
判
断
す
る
。

住
所
表
示
が
二
重
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
解
消
に
つ
い
て

豊　

田　

耕　

一

問　
渕
上
市
長
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
も
あ
る
「
住
所
表
示
が
二
重

に
な
っ
て
い
る
地
域
を
解
消
」に
つ
い
て
、

市
長
も
多
く
の
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
る

と
思
う
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
住
所
表
示
が
二
重
に
な
っ
て
い

る
地
域
に
つ
い
て
、
市
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
解
消
し
た
い
と

い
う
思
い
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
え
る

こ
と
に
対
し
て
、
各
町
内
の
皆
さ
ん
が
い

い
よ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
予
算
を
つ
け

て
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
に
つ

い
て

田　

中　

和　

義

問　
本
構
想
は
物
流
や
交
流
だ
け
で

な
く
、
防
災
や
市
民
の
生
活
・
命

を
守
る
意
味
で
も
８
号
バ
イ
パ
ス
整
備
や

１
６
１
号
拡
幅
工
事
と
の
連
携
で
進
め
、

避
難
・
制
圧
道
路
で
も
あ
る
こ
と
を
国
等

に
働
き
か
け
、
実
現
性
と
ス
ピ
ー
ド
を
高

め
、
市
民
の
認
識
も
深
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
は

打
ち
出
し
て
始
ま
っ
た
ば
か
り
な

の
で
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
く

新
た
な
試
み
で
も
あ
る
。
国
道
整
備
や
拡

幅
工
事
に
防
災
の
観
点
か
ら
も
国
に
働
き

か
け
る
と
い
う
議
員
の
意
見
も
勘
案
し
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

市
長
の
政
治
姿
勢
と
予
算
編
成
に

つ
い
て

林　
　
　

正　

男

問　
事
業
の
見
直
し
、
廃
止
の
中
で
、

野
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
費

60
万
が
廃
止
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
大
会

は
敦
賀
市
長
旗
争
奪
高
校
野
球
と
し
て
始

ま
り
本
年
で
50
年
に
な
る
。
24
年
前
に
小

中
学
生
も
含
め
て
の
大
会
に
な
っ
た
。
６

月
補
正
で
予
算
を
盛
っ
た
が
、
予
算
編
成

の
段
階
で
見
き
わ
め
、
当
初
予
算
を
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
今
年
度
の
当
初
予
算
編
成
時

は
、
全
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
し
を
行
う
と
い
っ
た
手
法
を
と
っ
た
。

多
く
の
事
業
を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
検

討
を
進
め
た
と
い
う
状
況
の
中
、
検
討
が

不
足
し
て
し
ま
っ
た
。今
後
に
つ
い
て
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
う
い
っ
た
こ
と
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
慎

重
か
つ
丁
寧
な
検
討
、
庁
内
で
の
議
論
、

そ
し
て
結
果
と
し
て
の
判
断
と
い
っ
た
こ

と
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

公
民
館
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

原　
　
　

幸　

雄

問　
市
長
の
選
挙
公
約
「
市
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
市
内
各

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
が
始
動
し
て
こ
そ
実
現
し
て
い

く
と
考
え
る
が
、
今
後
の
公
民
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
な
構
想
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
今
年
度
は
粟
野
地
区
に
て
モ
デ

ル
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後

時
間
を
か
け
て
敦
賀
モ
デ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
を
確
立
し
、
他
の
地
区
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
進
め
る
た
め
の
ス
タ

イ
ル
を
見
き
わ
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

立
地
適
正
化
計
画
と
「
ま
ち
づ
く

り
」、「
む
ら
づ
く
り
」
に
つ
い
て

米　

澤　

光　

治

問　
都
市
周
囲
の
「
む
ら
づ
く
り
」

も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
比
べ
る
と
「
む
ら
づ

く
り
」
に
は
行
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
少
な

い
よ
う
に
思
え
る
。「
む
ら
づ
く
り
」
を

平成２８年８月２３日
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支
援
す
る
よ
う
な
行
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
現
在
は
地
区
か
ら
の
要
望
等
を

受
け
、
関
係
部
署
が
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
や
事
業
方
針
と
の
整
合
性
を
精
査
し

な
が
ら
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
む
ら
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
と
し
て

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
道
８
号
空
間
活
用
整
備
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

堀　

居　

哲　

郎

問　
約
６
年
半
後
の
北
陸
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
た
受
け
皿
づ
く
り
の

一
貫
で
あ
る
国
道
８
号
空
間
活
用
整
備
事

業
（
白
銀
～
曙
区
間
）
の
整
備
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
4
月
か
ら
5
月
に
地
元
説
明
会

を
行
い
意
見
収
集
・
交
換
を
実
施

し
、
整
備
事
業
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
地
元
地
域
参
加
者
の
約
7
割
以

上
の
方
が
整
備
事
業
に
対
し
前
向
き
な
回

答
で
あ
り
、
平
成
29
年
着
工
を
目
指
し
今

後
詳
細
な
図
面
の
作
成
を
す
す
め
て
い
く
。

北
陸
新
幹
線
の
６
年
後
開
業
を
見

据
え
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

別　

所　
　
　

治

問　
こ
れ
か
ら
の
敦
賀
の
観
光
地

は
、「
金
ケ
崎
周
辺
整
備
構
想
」

に
か
か
る
と
考
え
る
。
中
で
も
、
人
道
の

港
、
杉
原
千
畝
氏
の
功
績
で
ユ
ダ
ヤ
難
民

の
人
が
お
り
た
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
敦

賀
し
か
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
言
え
る
と

こ
ろ
。今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
こ
の
土
地
は
福
井
県
の
敦
賀
港

湾
事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
は
、
上
陸
地
点
は
人
道
の
港
の

始
ま
り
の
場
所
と
認
識
し
て
い
る
。
Ａ
Ｒ

ア
プ
リ
で
そ
こ
へ
行
け
ば
、
当
時
の
風
景

が
出
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
今
後
は
、
Ｐ

Ｒ
及
び
案
内
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

金
ケ
崎
緑
地
公
園
周
辺
整
備
に
つ

い
て

馬　

渕　

清　

和

問　
Ｊ
Ｒ
敦
賀
港
線
を
県
と
共
同
で

利
活
用
す
る
こ
と
が
実
現
す
る
な

ら
ば
、
線
路
を
め
く
ら
ず
機
関
車
や
客
車

な
ど
を
展
示
し
て
は
ど
う
か
。
市
民
団
体

の
中
で
は
、
本
町
第
３
公
園
の
Ｓ
Ｌ
を
緑

地
公
園
内
に
移
動
す
る
と
い
う
計
画
も
あ

り
、
市
も
協
力
し
な
が
ら
公
園
の
整
備
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
蒸
気
機
関
車
を
走
ら
せ
る
こ
と

や
移
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大

き
な
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
た
め
、
県
や
関

係
機
関
と
十
分
連
携
を
図
っ
た
上
で
判
断

し
た
い
。
ま
た
、
市
民
団
体
等
と
の
協
力

体
制
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
協
働
を
望

ん
で
い
る
。

「
道
の
駅
」
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
推
進
に
つ
い
て

石　

川　

栄　

一

問　
敦
賀
イ
ン
タ
ー
を
お
り
、
国
道

８
号
バ
イ
パ
ス
を
南
下
し
た
吉
河

交
差
点
の
付
近
は
、
い
ず
れ
北
陸
新
幹
線

敦
賀
駅
取
り
つ
け
道
路
と
な
る
。
こ
の
取

り
つ
け
道
路
沿
い
が
「
道
の
駅
」
の
設
置

に
適
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。答　

広
域
的
な
観
光
客
等
の
取
り
込

み
に
お
い
て
情
報
発
信
や
誘
導
機

能
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
駅
東
口
取
り
つ
け
道
路
を
含

む
駅
東
計
画
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
駅
西

と
駅
東
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
道
の
港
敦
賀
事
業
に
つ
い
て

立　

石　

武　

志

問　
６
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
助
け

た
杉
原
千
畝
氏
の
功
績
事
実
の
舞

台
で
あ
る
我
が
敦
賀
港
を
欠
か
し
て
は
な

ら
な
い
。
４
月
よ
り
人
道
の
港
発
信
室
が

発
足
し
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
状
況
及
び

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
、
リ
ン
ゴ
型
タ
オ
ル

の
販
売
を
提
案
す
る
が
見
解
を
問
う
。

観
光
ま
ち
づ
く
り

※立地適正化計画とは？

居住機能や医療・福祉・商業、
公共交通等のさまざまな都市
機能の誘導により、都市全域
を見渡したマスタープランと
して位置づけられる市町村マ
スタープランの高度化版。
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答　
発
信
室
で
は
、
杉
原
サ
バ
イ

バ
ー
関
係
者
の
受
け
入
れ
や
、
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
人
道
の
港
敦
賀
リ
ン

ゴ
型
タ
オ
ル
を
各
国
代
表
団
、
国
内
外
プ

レ
ス
関
係
者
に
配
付
し
、
世
界
に
人
道
の

港
敦
賀
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
。
現
在
、
リ

ン
ゴ
型
タ
オ
ル
は
非
売
品
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
既
に

販
売
の
是
非
も
含
め
て
単
価
設
定
な
ど
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

高
額
な
医
療
費
等
の
問
題
に
つ
い
て

山　

本　

貴
美
子

問　
高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
制
度

は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
る
金
額
を
国
民
健
康
保
険
か
ら
直
接
医

療
機
関
へ
支
払
う
制
度
で
、
被
保
険
者
が

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
は
、

自
己
負
担
限
度
額
の
み
で
済
む
。
敦
賀
市

で
も
、ぜ
ひ
制
度
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
本
市
と
し
て
は
高
額
療
養
費
貸

付
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
一
部

自
治
体
で
受
領
委
任
払
制
度
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
国
に
お
い
て
推

進
を
図
る
兆
し
は
な
く
、
県
内
で
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
な
い
た
め
、
現
段
階
で

は
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
寄
り
添
う
敦

賀
市
を
目
指
し
て

今
大
地　

晴　

美

問　
文
部
科
学
省
の
「
性
同
一
性
障

害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
き

め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い
て
」
の

通
知
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。「
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」
と
さ
れ
る
児
童
生
徒
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
見
解
を

問
う
。答　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
お
話
し

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
個
人
情
報
に
つ

な
が
る
部
分
が
出
て
き
て
、
例
え
ば
個
別

の
案
件
に
つ
い
て
、
お
話
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
な
状
況
に
も
な
る
の
で
、
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

中　

野　

史　

生

問　
郊
外
に
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど

大
型
家
電
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

警
察
と
の
連
携
や
、
県
や
国
等
へ
の
報
告

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
警
察
へ
は
、
現
場
確
認
を
し
て

投
棄
者
が
特
定
で
き
る
も
の
で
あ

れ
ば
適
宜
通
報
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎

年
、
公
害
苦
情
調
査
と
し
て
県
を
通
じ
て

国
に
、
不
法
投
棄
の
場
所
、
投
棄
物
、
現

場
の
状
況
、
処
理
、
対
応
を
詳
細
に
報
告

し
て
い
る
。

熊
本
地
震
の
教
訓
を
受
け
て
の
対

応
に
つ
い
て

北　

條　
　
　

正

問　
庁
舎
建
て
か
え
と
な
れ
ば
、
防

災
拠
点
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
、

多
方
面
の
検
討
が
必
要
に
思
う
。
市
長
と

し
て
の
進
め
方
、
財
政
と
の
検
討
も
重
要

な
課
題
と
思
う
が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
防
災
拠
点
と
し
て
考
え
た
場
合

は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
消
防
本
部

の
あ
る
現
市
役
所
が
拠
点
に
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
考
え
れ
ば
、
中
心

市
街
地
を
含
め
た
市
有
地
が
候
補
地
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基

本
設
計
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す

請
願
・
陳
情
と
は
…
…

　
市
政
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
直
接
市
議
会
に
意
見
や
要
望
で
き

る
制
度
で
す
。
紹
介
議
員
を
必
要
と

す
る
も
の
を
請
願
、
紹
介
の
な
い
も

の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　
提
出
期
限
は
、
各
定
例
会
の
告
示

日
（
開
会
日
の
１
週
間
前
）
の
前

日
、
午
後
５
時
で
す
。

※
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
協
議
し
、
左
記
の
該
当
要
件

（
＊
）
に
よ
り
請
願
に
適
合
し
て
い

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
請
願
と
同

じ
取
り
扱
い
と
な
り
、
審
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（
そ
れ
以
外
は
写
し

を
全
議
員
に
配
付
）
。

＊
該
当
要
件

・
敦
賀
市
ま
た
は
本
議
会
の
権
限
に

属
す
る
も
の
。

・
公
益
的
性
格
を
有
す
る
も
の
。

・
そ
の
他
議
会
運
営
委
員
会
で
必
要

と
認
め
た
も
の
。

【
書
式
例
】

年　月　日

請願（陳情）書

敦賀市議会議長 殿

　　　　紹介議員（請願のみ）
　　　　住所　………………
　　　　氏名　………………

……………について

請願（陳情）趣旨
　………………………………
請願（陳情）事項
１　…………………………
２　…………………………

環
境
・
防
災

医
療
・
福
祉

平成２８年８月２３日
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審 議 結 果 一 覧

　平成 28 年第２回定例会では、平成 28 年度各会計補正予算案４件、条例案４件、一般・人事議案３件、報告議案

14 件、議会提出議案１件、請願３件が審議されました。

　各議案等の審議結果については、次のとおりです。

 市長提出議案

１ 予　算

２ 条　例

専決処分事項の報告の件（敦賀市市税賦課徴
収条例等の一部を改正する条例）

平成28年度敦賀市一般会計補正予算（第３
号）

平成28年度敦賀市港湾施設事業特別会計補
正予算（第１号）

件　　　　名 付託委員会

予算決算 可決

予算決算

結果

可決

平成28年度敦賀市産業団地整備事業特別会
計補正予算（第１号）

平成28年度市立敦賀病院事業会計補正予算
（第１号）

予算決算 可決

予算決算 可決

敦賀市議会議員及び敦賀市長の選挙におけ
る選挙運動用自動車の使用等の公営に関す
る条例の一部改正の件

敦賀市手数料徴収条例の一部改正の件

件　　　　名 付託委員会

総務民生 可決

産経建設

結果

可決

文教厚生

可決

可決

３ 一般・人事案件

新たに生じた土地の確認の件

字の区域の変更の件

件　　　　名 付託委員会

産経建設 可決

産経建設

結果

可決

敦賀市固定資産評価員の選任につき同意を
求める件

同意

 議会提出議案

件　　　　名 付託委員会 結果

北陸新幹線敦賀以西の整備に関する決議の
件

－ 可決

繰越明許費繰越計算書の報告の件（平成27年
度敦賀市一般会計）　

専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の決
定及び和解）（５件）

４ 報　告

件　　　　名 結　果

専決処分事項の報告の件（平成27年度敦賀市
一般会計補正予算（第８号））

承　認

報告のみ

専決処分事項の報告の件（平成27年度敦賀市
国民健康保険（事業勘定の部）特別会計補正
予算（第４号））

報告のみ

専決処分事項の報告の件（平成27年度敦賀市産
業団地整備事業特別会計補正予算（第４号））

専決処分事項の報告の件（平成27年度市立敦
賀病院事業会計補正予算（第４号））

専決処分事項の報告の件（平成28年度敦賀市
一般会計補正予算（第２号））

専決処分事項の報告の件（平成28年度敦賀市
一般会計補正予算（第１号））

敦賀市民福祉会館の設置及び管理に関する条
例の廃止の件

敦賀市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正の件

文教厚生

専決処分事項の報告の件（行政不服審査法の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一
部を改正する条例）

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求め
る請願

 請願・陳情

「非核平和都市宣言」採択についての請願

産経建設

件　　　　名 付託委員会 結果

「日本政府に核兵器全面禁止のための決断
と行動を求める意見書」提出に関する請願

総務民生

不採択

不採択

総務民生

不採択

－
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４月 ３月６月 ５月

平
成
28
年
3
月
23
日
以
降
の
主
な
議
会
活
動
の
紹
介
で
す
。

敦賀市議会ホームページに

アクセス！ 検 索敦賀市議会

議会報告会の報告書なども公開中！

９
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、

当
日
、
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●！
本
会
議
は
、
午
前
10
時
か
ら

テ
レ
ビ
中
継
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

以下のような情報を公開しています

 ・過去（平成 22 年から）の本会議の映像
　定例会ごと、議員ごとに見られます
　会期中は本会議の中継も行います

 ・議員について
　顔写真、連絡先、所属会派や委員会

 ・議会について
　会期日程、審議結果、意見書

 ・議会報告会について
　アンケート結果、会場ごとの報告書

 ・議会だより
　バックナンバーはホームページで公開

●●●●●

９
月
６
日

７
日

14
日

15
日

16
日

20
日

21
日

23
日

28
日 (

火)

(

水)

(

水)

(

木)

(

金)

(

火)

(
水)

(

金)

(

水)

本
会
議

委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

委
員
会

委
員
会

委
員
会

本
会
議

！
議
案
の
説
明
・
質
疑

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

！
一
般
質
問

！
一
般
質
問

！
一
般
質
問

・
常
任
委
員
会

　

（
総
務
民
生
・
産
経
建
設
・
文
教
厚
生
）

・
特
別
委
員
会

　

（
原
子
力
発
電
所
・
新
幹
線
対
策
）

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

！
委
員
長
報
告
・
討
論
及
び
採
決

記
後

集

編

　

敦
賀
も
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
も

議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
も
補
正
予
算
案
を
も
と

に
防
災
対
策
、
教
育
政
策
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
と
し
て

は
、
常
に
市
政
が
市
民
生
活
の
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
議
会
活
動
に
全
力

で
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
敦
賀
ま
つ
り
な
ど

こ
れ
か
ら
迎
え
る
敦
賀
の
秋
を
存
分

に
楽
し
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い

な
が
ら
筆
を
置
き
ま
す
。

広 

報 

広 

聴 

委 

員 

会

委　

員　

長　

米　

澤　

光　

治

副 

委 

員 

長　

福　

谷　

正　

人

委   　
　

員　

今
大
地　

晴　

美

委　

   　

員　

大　

塚　

佳　

弘

委　

   　

員　

北　

川　

博　

規

委   　
　

員　

浅　

野　

好　

一

委　
　

   

員　

堀　

居　

哲　

郎

委　
　

   

員　

前　

川　

和　

治

発
行
：
敦
賀
市
議
会
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所
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央
町
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号

電
話
：
２
２
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メ
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